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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

 

中国のポータルサイト・網易で2015年12月、

中国人が「嫌っているのにもかかわらず人気があ

る観光地」第一位に日本が選ばれました。単に「人

気がある観光地」でラ

ンキングを作ってく

れれば良いのにと思

ってしまいますが正

直なのでしょうね・・。 

 さて、2015年の流

行語の一つに「爆買」

が選ばれ本州のみな

らず北海道でも中国人などの外国人観光客が増

えている事は実感できます。 

いずれにしても中国やインドなどの多くの口

を抱える国の消費が爆発する事は間違いありま

せん。そういう意味においては、わざわざ日本に

足を運んで観光地や量販店で買い物をしてくれ

ることは大歓迎です！ 

一方、何かとお行儀の悪さがニュースとなる中

国人ですが、先日、アウトレットモールで中国人

風の人が捨てたゴミを同じグループの人が拾っ

ていました。日本の当たり前が中国でも当たり前

になる日が近いのかも知れません。 

お互いが理解しあうための第一歩として多く

の中国人が実際に日本に来て中国国内の“偏見や

うわさ”と違った日本の良さを見て欲しいと思い

ます。 
 

1分でわかる業務カイゼン 

 

今月は固苦しい話はやめて外国人が日本人に

抱くイメージを紹介します。 

 

「品質」 

 あるアメリカの自動車会社が、ロシアと日本の部

品工場に「不良品は１０００

個につき１個にすること」と

いう内容で仕事を発注しま

した。 

 

数日後、ロシアの工場からメールが届きまし

た。「不良品を１０００個に１つというのは、大変

困難な条件で、期日にどうしても間に合いませ

ん。納期の延長を御願いします」 

同様に、日本の工場からもメールが届きまし

た。「納期に向けて作業は順調に進んでおりま

す。ただ、不良品用の設計図が届いておりま

せんので至急送って下さい」 

 

「協調性」 

沈みだした豪華客船の船長は乗客たちを速や

かに脱出させるために外国人の乗客にこう行った

そうです。 

 

アメリカ人には「飛び込めばあなたは英雄で

す」、イギリス人には「飛び込めばあなたは紳

士です」、ドイツ人には「飛び込むのがこの船

の規則です」、イタリア人には「飛び込むと女

性にもてますよ」、フランス人には「飛び込まな

いでください」 

そして・・ 日本人には「みんな飛び込んで

いますよ」と言いました。 
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「時間厳守」 

 国際的な学会の場で遅刻してしまったために発

表の持ち時間が半分になってしまった場合、各国

の人々はどうするだろうか？ 

 

アメリカ人は「内容を薄めて時間内に収め

る。」、イギリス人は「普段通りのペースで喋り、

途中で止める。」、フランス人は「普段通りのペ

ースで喋り、次の発言者の時間に食い込んで

も止めない。」、ドイツ人は「普段の二倍のペー

スで喋る。」、 イタリア人は「普段の雑談をカッ

トすれば、時間内に収まる。」 

そして・・日本人は「遅刻はありえない」ので

その心配は不要です。 

 

今月は、エスニックジョーク（ある国の国民が一

般的に持っていると思われている典型的な性格や

特徴を表現するもの）を紹介しましたが注目すべき

点はドイツ人と日本人の真面目な国民性というイメ

ージです。 

 ドイツ人は「ルールに厳格な真面目さ」、一方、

日本人は「秩序を守る真面目さ」に特徴がありそう

です・・。 このように、国の習俗・習慣が国民性と

いう言葉で表現されるよう

に企業においても社内の

雰囲気や活気を企業風土

と言います。 

 良い企業風土を作るためには経営者や幹部自ら

の小さな行動の積み重ねが大切です。日本人の

「秩序を守る真面目さ」、つまり組織が一つにまとま

りお客様に喜んでいただけるためにはどうすれば

良いかをみんなで考えるという企業風土が出来る

と良いですね・・。 

 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営数値 ：一年間に納付する消費税（地道に積立しましょう） 

 

今月のことば 

 

悪いことの習慣を多く持つものは悪人となり、 

良いことの習慣を多くつけている人は善人となる。 

   渋沢 栄一 
編集後記： 

たまに「雰囲気の悪いコンビニ」だなと感じるお店があります。当然、大手フランチャイズはマニュアルに基

づいた徹底した教育がなされるのでそんなことはないはずですが・・何度行ってもそのお店では違和感を感

じます。いずれにしても売上げに貢献しない企業風土は良くありませんね・・。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：86.7％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は33.6％（26年4月～27年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


